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細井ガバナーメッセージ｜ A Message from Governor Hosoi 

青葉若葉の輝きに満ちた季節となりましたが会長、
幹事の皆様、各クラブの会員の皆様におかれましては
ますますご清祥のこととお喜び申し上げます。
先般開催されました地区大会には、ロータリアンの
皆様に多数ご参加頂きましてありがとうございました。
地区大会のテーマは「集おう・学ぼう・楽しもう」とし
ました。4月7日（土）熊谷ガーデンパレスで行なわれた
地区指導者育成セミナーは、第 2ゾーンロータリーコー
ディネーター第 2760 地区 PDG 田中正規様に「戦略
計画とクラブの活性化」というテーマで、ご講演を頂き
ました。私達にとって大変ためになる内容でした。
RI 会長代理井原實様ご夫妻歓迎晩餐会では 220
名の皆様と共に、根本要（スターダストレビュー) 様の
トークライブショーを楽しんで頂きました。　　　　　
　4月8日（日）は行田市産業文化会館で開催され、
埼玉県知事上田清司様、行田市長工藤正司様はじめ多
くのご来賓に、ご臨席を頂きました。午前中は井原實
RI会長代理のご挨拶に続き、「RI 現況報告」のお話し
を頂きました。大会決議案の審議・採択もスムーズに
終了することが出来ました。　
午後は德川宗家18 代当主德川恒孝氏に「江戸265

年の太平を支えた仕組と心」というテーマで講演して頂
きました。またTBS日曜劇場「陸王」監督福澤克雄氏
に「陸王の撮影を通して見た行田」というテーマで、講
演して頂きました。2つの講演会の間 30 分を「青少年
の集い」として、当地区の青少年交換学生、米山記念奨
学会学友、ロータリー財団奨学生に登壇して頂き、会場
の一般市民の皆様にロータリーの公共イメージと、認
知度の向上を図りました。
屋外ではロータリーフェスタを開催し、TVドラマ「陸
王」の中で使用された撮影グッズ展示、行田ご当地グル
メや地元新鮮野菜、そして行田の物産なども展示、販
売しました。行田市に縁の歌手やお笑い芸人にも出演
して頂き、皆様と共に楽しみました。ポリオ撲滅キャン
ペーンのブースを設営し、多くのご寄付を頂きました。お
かげさまで参加者の皆様の親睦が深まり、一般市民の
皆様にもロータリーに対して理解が深まったと思いま
す。

地区大会のお礼
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ロータリー：
変化をもたらす

国際ロータリー第 2570 地区

2017-2018年度 ガバナー

細井  保雄

細井ガバナーご夫妻（RID2570 地区大会   RI 会長代理歓迎晩餐会にて）　



　この度はイアン H.S. ライズリー国際ロータリー会
長の代理として貴地区大会に夫婦で派遣され、2日間
に渡り心の籠った暖かいおもてなしに預かり、まこと
に有難うございました。
　埼玉全県が第 257 地区と呼ばれている1つの地区
でしたが、クラブ拡大の結果1988 年に、第 2570 地
区（埼玉西北）と第 2770 地区（埼玉南東）の2つ地
区に別れました。両地区は日頃の交流が深く、私も第
2570 地区の多くの先輩にご指導を頂いております。
このような特別なご縁が有る中で、当地区にお伺いで
きたことは、私たち夫婦にとりまして大変光栄であると
同時に、その責任の重さに身の引き締まる思いでござ
いました。
　細井保雄ガバナーは、今期のライズリー会長の方
針に沿って、地区運営に「RI 戦略計画を皆で一緒に
実行しよう!!」を掲げ、「集おう・学ぼう・楽しもう」を
地区大会のテーマとしていらっしゃいました。初日の地
区指導者育成セミナーでは第 2ゾーンロータリーコー
ディネーターの田中正規パストガバナーが「戦略計画
とクラブの活性化」について講演をなさり、その後は、
米山記念学友が近況報告し、学ぼう、楽しもうと組み
合わせられました。私は、RI の次期戦略計画に影響
を与えるであろう、ロータリーのビジョンステートメン
ト（2017 年 6 月に発表）と「世界を変える行動人
（People of Action）」の新グローバルキャンペーンに

ついてお話させて頂きました。2日目は、午前中の本会
議では細井ガバナーが地区の状況報告をなさり、私
が RI の状況報告をさせて頂き、この中で 2019-20
年度から日本のロータリーが新ゾーンで運用されるこ
とをご説明しました。午後の部は、一般市民も参加さ
れて、屋外ではロータリーフェスタを、会議場では、德
川宗家第 18 代当主の德川恒孝氏の講演「江戸 265
年の太平を支えた仕組と心」、その後、地区の青少年
奉仕部門の活動を市民の方々にアピールした後、日曜
劇場「陸王」を監督された福澤克雄氏の講演「陸王の
撮影を通してみた行田」でフィナーレを迎えました。
　二日間を通じて、地区大会テーマである「集おう・
学ぼう・楽しもう」を実現なさった心に残る素晴らしい
大会を体験させて頂きましたことに深く感謝申し上げ
ます。

RI会長代理

井原 實（さいたま新都心）
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RI会長代理のエイドとして
地区大会を顧みて

RI会長代理 エイド

高柳 育行（本庄）

　「集おう・学ぼう・楽しもう」のテーマのもとで、多
くの皆様が地区大会に出席され、井原　實 RI 会長
代理にご指導いただくとともに、特別講演会や記念講
演会等を通じて学ぶ機会をいただきました。また、
ロータリーフェスタなど新たな取り組みもある素晴ら
しい地区大会の大成功を心よりお祝い申し上げます。
　そして、大会を開催されました細井ガバナーをはじ
め行田さくらロータリークラブの皆様に心より感謝申
し上げます。その素晴らしい地区大会でRI会長代理

のエイド役をさせていただき、私たち夫婦にとって緊
張のなかにも感激する時間でありました。井原様とは
同期のガバナーで、隣の地区という関係でもあり、楽
しみながら2日間過ごさせていただきましたが、この
ような機会をいただきましたことに心より感謝と御礼
を申し上げます。細井ガバナーには、RIのテーマ「ロー
タリー：変化をもたらす」のごとく、『変化をもたらす』
リーダーとして更にご活躍されますことを心よりお祈り
申し上げます。

Rotary International District 2570



大会第１日目

4/7（土）ホテルガーデンパレス 

 

各種委員会・本会議　他

各種委員会
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Rotary International District 2570

1

2 3

6 7

4 5

1. RI 会長代理ご挨拶　2. 登録委員会　3. 資格審査委員会　4. 選挙管理委員会　5. 決議委員会　6. 収支報告　7. 監査報告
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地区指導者育成セミナー  

第 1セミナー

「地区指導者育成
セミナー」に感謝 !!
　国際ロータリー第 2570 地区地区大会地区指導者
育成セミナーは 4月7日（土）ホテルガーデンパレス
で第 2ゾーンロータリーコーディネーター田中正規（西
尾 RC）様を講師に招聘して開催されました。テーマ
は「戦略計画とクラブの活性化」でした。今、日本
のクラブが直面している大きな課題は、（1）会員の
減少が止まらない。（2）クラブの活力が失われている。
（3）会員間に意識のギャップがある。（4）親睦の機
会が少ない（または多い）。（5）ロータリーのことを
知らない（関心がない）会員が増えている。（6）奉
仕活動がマンネリ化している。（7）若い会員のニー
ズに応えられない、です。このような問題解決の突
破口がクラブの戦略計画の立案と推進です。

　クラブや地区が将来に「こうありたい」というビジョ
ンを描き、それに添って目標と行動計画を立てるの
が「戦略計画」です。16 年の規定審議会はロータリー
の歴史上のエポック的な内容でした。クラブの裁量
が大きくなって、柔軟性が増し、クラブの責任の重さ、
選択肢が増えました。日本の価値観に固執し過ぎか
ら、世界の流れと比較する必要がありました。2015
年 10 月の決定ですが RI 理事会は、ロータリーは時
代に追いついていかなければならない→ロータリー
は時代に適応しなければならない→ロータリーは将
来への備えができていなければならない、というこ

RID2570ガバナー　細井 保雄（行田さくらRC）

とに同意しました。
　まず「ロータリーの目的」を信じ、何をなすべきか？
ロータリーの新しいビジョン声明は「私たちロータリ
アンは、世界で、地域社会で、そして自分自身の中で、
持続可能な良い変化を生むために、人々が手を取り
合って行動する世界を目指しています。」です。その
為にもクラブの活性化、クラブの刷新性が必要となり
ます。これらを促進するためにクラブの柔軟性が大
切です。その結果、会員増強という大きな目標が達
成できるというお話を頂きました。
　私は、地区やクラブの現状分析を行い、私たちロー
タリアンは、世界で、地域社会で、自分自身の中で
より良い変化を生むことを皆で目指し、行動すること
の大切さを学びました。ありがとうございました。

GOVERNOR’S  MONTHLY LETTER 07



第2セミナー

地区もクラブも
戦略計画の活用が
求められている

　ご指導頂いた方々の話を地区研修委員長として理解した
要約を述べます。
● 井原　實 RI会長代理の講話はロータリアンのありかた
を根本に置いたものだと感じました。
● RIの目指すものは戦略計画でのクラブの活性化。
● ロータリーを理解するにはロータリーは何かというより
「何をしているのか」で決まる→「世界を変える行動人」と
なり行動する世界を作る事→「ロータリーの新ビジョン」。
● ロータリーのストーリーを語る時には「ボイス」が大切
でトーンや話し方、加えて賢明さ、思いやり、粘り強さ、
行動を促す力、この 4つを使って話す。
● 田中正規第 2ゾーンロータリーコーディネーターの講話
はクラブのあるべき姿の話でした。
● 日本の会員減少の問題で3ゾーンが 2.5ゾーンとなる。
● クラブの会員増強しかない。
● ロータリーは時代と共に進むがこれには地区もクラブも
戦略計画が必要（ビジョンを描きこれを計画に移す）。
● 日本ロータリーの各コーディネーターを活用する事。
「結語」
　地区もクラブも戦略計画の活用が求められている。

地区研修委員長　坂本 元彦（富士見RC）

　米山奨学生になり、スポンサークラブとの交流、学友会活動などを通
して地域、国際交流、国際平和への貢献に目覚めた。もちろんロータリー
愛にも。と言った報告がありました。

1

1. オ・ヘイム（韓国）　2. ラムサル・ピカス（ネパール）3. 米山記念奨学部門　島﨑
委員長

2 3

08
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根本要トークライブ　　　

歓迎晩餐会

　ご指導頂いた方々の話を地区研修委員長として理解した
要約を述べます。
● 井原　實 RI会長代理の講話はロータリアンのありかた
を根本に置いたものだと感じました。
● RIの目指すものは戦略計画でのクラブの活性化。
● ロータリーを理解するにはロータリーは何かというより
「何をしているのか」で決まる→「世界を変える行動人」と
なり行動する世界を作る事→「ロータリーの新ビジョン」。
● ロータリーのストーリーを語る時には「ボイス」が大切
でトーンや話し方、加えて賢明さ、思いやり、粘り強さ、
行動を促す力、この 4つを使って話す。
● 田中正規第 2ゾーンロータリーコーディネーターの講話
はクラブのあるべき姿の話でした。
● 日本の会員減少の問題で3ゾーンが 2.5ゾーンとなる。
● クラブの会員増強しかない。
● ロータリーは時代と共に進むがこれには地区もクラブも
戦略計画が必要（ビジョンを描きこれを計画に移す）。
● 日本ロータリーの各コーディネーターを活用する事。
「結語」
　地区もクラブも戦略計画の活用が求められている。

from

スターダスト☆レビュー
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大会第2日目

式典 第１部

4/8（日）行田市産業文化会館ホール　

2

2

1

ウェルカムプログラム

ウエルカムプログラム：武蔵あばれ太鼓　　1. 開会挨拶　2.RI 会長代理入場　

10 GOVERNOR’S  MONTHLY LETTER

Rotary International District 2570

4
/
7（
土
）
ホ
テ
ル
ガ
ー
デ
ン
パ
レ
ス 

4
/
8
（
土
）
行
田
市
産
業
文
化
会
館



3

7 8

9 10

11 1312

14

6

4

3. 各クラブ紹介　4. 歓迎の言葉　5. 本会
議会場　6. ガバナー挨拶&地区現況報告
　7.RI 会長代理挨拶＆RI 現況報告　8. 大
会決議　9. 来賓（県知事）みどりの基金
目録　10. 来賓（行田市長）日本遺産目
録　11. 来賓（会議所会頭） 12. 祝電披露
13. 表彰ならびに感謝状贈呈　14. 地区大
会記念ゴルフ表彰

5
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特別講演  

１　世界の中で極めて特異な日本の位置・島国の利点と独特な気質・独特なナイーブさ。
　　通り過ぎる文明と蓄積される文明　　　　皆殺しの戦争と日本武士の戦争
　　巨大国家　中国の存在と性格　　古来から文化の架け橋の役を果たした朝鮮
　　文明の輸入　⇒　咀嚼・日本化　⇒　再び輸入　⇒　咀嚼・日本化の繰り返し
　　異文化が「 通り過ぎず」　に堆積して行くのが　島国の特徴
　　漢文の世界から日本語の発生　「音」と「訓」、　「仮名文字」の作成の知恵

２　戦国時代（150 年）から平和な江戸時代（260 年）　最初の百年間に起こったこと
　　「武」から「文」への大転換　　　　　雑兵達の農業復帰　　武士の変貌
　　人口爆発　　1200万人から3000万人へ　世界最大の都市「江戸」の出現
　　平和の齎したもの　⇒　文教政策・治水・農地倍増・街道・貨幣・法律・経済発展
　　行田の足袋産業・・・江戸時代に松平家が奨励
　　大減税　　７公３民　⇒３公７民へ　　　元禄大バブル 
　　⇒　18 世紀に入り資源と人口のバランスが限界へ　⇒　質素倹約の世界に転換
　　贅沢の禁止・捨てるモノの無い世界の出現・徹底したリサイクル・質素倹約の美徳
　　金の掛からぬ娯楽：学問・花見・寺社の祭禮・菊・朝顔・寄席・寿司などファストフード
　　・・・世界最高の書籍出版数・和歌・俳句・川柳・小説・艶笑本・浮世絵・・・・

３　武家の教育、農・工・商の教育・・・子供達の生き方・女性達の生き方
　　武家・・６－７歳から文武鍛錬　学問所　⇒　藩校・・・論語・人格の養成
　　農・工・商・・全国 3万～ 4万の手習い所、寺子屋　個人ごとの教育・・実学
　　驚嘆する外国人・・・世界最高の教育水準
　　　　　日本の子供達・・・純真・笑顔・正直・躾・厳しい躾・自由と笑顔か
　　　　　明治政府による西欧教育の導入・・・失われた暖かい教育
　　女性で繫いで行く家庭・女性への教育・習い事・婆様たちの知恵・家を守る女性達

上記、要旨に則り、講演が行われた。西洋式の子供を厳しく躾ける教育に対し、幼年期、少年期については、
温かみを持った明治期以前の教育の大切さを強調されていたことが印象に残りました。

（報告／副幹事　田邉 弘司）

 「江戸265年の太平を支えた仕組と心」 

Rotary International District 2570
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德川宗家第18代当主

德川 恒孝氏
（公財）德川記念財団理事長、
（公財）ＷＷＦ世界自然保護基金ジャパン会長
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青少年交換・アクト・財団・米山など

米山記念奨学生紹介 1

1 2 3

4 5 6

7

8

10

2

9

エクスカーション
1.  青少年交換 紹介
2. 青少年奉仕部門 宮原委員長
3  青少年交換委員会 吉田委員長
4.  アクト 坂口委員長
5.  R 財団部門委員会 茂木委員長
6.  R 財団奨学生
7.  R 財団部門紹介
8.  募金の様子
9.  米山記念奨学部門 紹介
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記念講演  

「陸王の撮影を通して見た行田」
満席の会場に登壇された福澤克雄さんは、講演時間が４０分しかないことが残念などと話された後、過去１５
年の主なドラマ・映画作品を紹介する約１０分のＶＴＲを上映。
2003「サトウキビ畑の唄」／2004「砂の器」／2007「華麗なる一族」／2008 映画「私は貝になりたい」／2009「Ｍ
Ｒ．ＢＲＡＩＮ」／2009「99 年の愛～JAPANESE AMERICANS～」／　2011「南極大陸」／2013「半沢直樹」
／2014「LEADERS リーダーズ」／2014「ルーズヴェルト・ゲーム」／2015 流星ワゴン／2015「レッドクロス -
女たちの赤紙 -」／2015「下町ロケット」／2017「LEADERS リーダーズⅡ」／2017「陸王」／2018 映画「祈
りの幕が下りる時」
再び登壇された福澤さんは、福澤諭吉の孫の孫として生まれ、「慶応に入れる」という特典（場内爆笑）で慶
応幼稚舎から大学まで、ラグビー選手として活躍したこと、慶応では勉強しろとは言われず、小学生の頃から仕
事の大切さだけを教えられたこと、大学卒業後は富士フイルムに入社したものの、ドラマを作りたいという夢を捨
てられず、ＴＢＳに中途採用で入社、スポーツからドラマ部門へ、といった略歴を軽妙に話されました。
その後、視聴率最優先のテレビ業界でヒット作を連発することの苦労話や、行田を舞台にした昨年のドラマ「陸
王」ではエキストラなどの規模の面で他では真似ができないと言われたことなども紹介。作品を通して、日本のも
のつくりを支える人々へのエールを送りたいとの言葉を頂きました。最後は次回作についても触れ、満員のホール
内には笑い声と拍手が最後まで響きました。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（報告・感想　渡辺昭孝）
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・TVドラマディレクター
・演出家
・映画監督



式典 第２部

記念品目録

記念目録 立原 ???

直前幹事　記念品贈呈 閉会の言葉

1.  R財団ポリオ寄付金目録贈呈　2. 米山記念奨学金目録 贈呈　3. R 希望の風寄付金目録 贈呈　4. 茂木ガバナーエレクト挨拶
5. 次年度地区大会紹介　6. 茂木ガバナーエレクトご夫妻　7. 井原 RI 会長代理ご夫妻へ記念品贈呈　8. 直前ガバナー 記念品贈呈
9. 直前幹事 記念品贈呈　10. 閉会の言葉　11. 点鐘

3

1

2

4

5

6 7 8

9 10 11

GOVERNOR’S  MONTHLY LETTER 15

4
/
8
（
日
）
行
田
市
産
業
文
化
会
館



　４月８日（日）、行田さくらロータリークラブがホストを
務める地区大会会場、行田市産業文化会館ロビーならび
に東側駐車場において、ロータリーの「公共イメージと認
知度の向上」と県内外各地からお越し頂く方々に行田の
魅力を知って頂こうと「ロータリーフェスタ・行田物産展」
を開催しました。
　フェスタにおいては①ロータリー活動の紹介／地区各
部門の活動を展示パネルで紹介。②陸王展／ＴＢＳ日曜
劇場「陸王」の劇中で使用された小道具を展示。③記
念撮影用「こはぜ屋」トラック展示。④お楽しみステー
ジ／コウメ太夫、ＬＯＯＰ　ＣＨＩＬＤ、さくまひでき、
さや茶、潮崎ひろ、米娘舞娘。⑤ご当地グルメ／行田フ
ライ、ゼリーフライ、古代米カレー、行田バーガー、行
田ご当地たい焼き、クレープ、富士宮やきそば、団子実演。
⑥ご当地物産販売／十万石まんじゅう、陸王たび煎餅、
和菓子、せんべい、奈良漬、清涼飲料水、行田在来青
大豆関連商品、野菜、行田足袋、陸王グッツ、キャラクター
グッツ、衣料品、似顔絵、と盛りだくさんで１万人を超
える来場者で賑わいました。

RID2570地区大会
ロータリーフェスタ・行田物産展報告

ロータリーフェスタ担当 五十幡 和彦（行田さくら） 

Rotary International District 2570
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RID2570
地区大会
新聞掲載記事
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INTERCITY MEETING

国際ロータリー
第2570地区  
第1グループ

2017～2018年度「インターシティミーティング」を終えて
第1グループ   ガバナー補佐　相原 茂吉
第1グループ　川越RC会長　片山 幸雄

３月２５日（日）川越市氷川会館
で行われました IMについてご報告
申し上げます。
テーマは「国際奉仕への第一歩
　次世代を担うリーダーにむけて」
とし基調講演を JICE（日本国際協
力センター）理事長の山野幸子様に
お願いいたしました。
細井ガバナーの作詞作曲された

「ロータリーを他人に告げる歌」の最
後のフレーズにもある通り、ロータ
リーの究極の目的は世界平和だと
認識しております。私達ロータリアン
は我が国の平和維持を目的とした
米山梅吉先生の志に共鳴し、約７０
年以上に亘りロータリークラブの一
員として、様 な々奉仕活動に取り組
んでまいりました。この貴重な貢献
は間違いなく日本国の平和維持に
少なからず役立っていると思いま
す。そして世界の価値観が多様化す
る今日、TPP、北朝鮮問題、アメリカ

に端を発した貿易戦争などなど、日
本を取り巻く環境は物情騒然として
参りました。これからの日本の舵取
りは本当に難しいと思います。しか
しながら一方、ある意味では平和ボ

ケも囁かれているのも事実です。私
達の幸せは国家の平和維持が不可
欠であるという認識に立つと、しっ
かりとした世界観と倫理観をもって
将来の日本を背負って立つような次
世代を育成する事は非常に重要な
テーマです。
私達ロータリアンが今まで実行し
てきた奉仕活動は何のためにして
きたのか、その原点を再認識して
いただく意味において、山野理事
長の「世界が認識する日本の価値
観」は非常に意義のある講演であ
りました。日本の優れた倫理や思
想の実践と同時に、世界との
communication の重要なスキルで
ある言語、いわいる英語の重要性
も再確認致しました。
今、会員増強が重要なテーマの
ひとつであるロータリークラブ。会

員一人一人がそのような視野の下に
ロータリーの使命と理解を深める事
こそが、自然と会員増強に結びつく
のではないでしょうか。
　さて、今回のIMを開催するに
あたり、第１Gでは地区内１１クラブ
の会長幹事会において、その運営
方法について半年前から協議し、賛
同とご協力を得る事ができました。
また、主管クラブである川越 RCで
は、小高実行委員長を中心として１
５名以上の実行委員会を立ち上げ
ました。幸いな事に第１Ｇは地区内

最後の IM でしたので第５～第２の
全てのグループの IMを実行委員長
と共に出席し、その運営について何
度も検証を重ねることが出来まし
た。
その結果スピーディーな式典進行
と充実した内容を目的とし、クラブ
事業報告も各クラブから準備され
た資料を補佐が一括して朗読。財団
ポリオプラス委員長の中川会員が東
松山 RC のメンバーでしたので、ポ
リオ撲滅支援ゴルフコンペ開催とそ
の表彰式。記念事業は公共イメージ

と認知度の向上の為に２０２０東京
オリンピックの開催地である霞ヶ関
カンツリークラブに直結する笠幡駅
前に時計塔の設置。そして前述の基
調講演など、皆様のご協力により、
ピッタリと時間通りに進行出来まし
た。

最後になりますが、細井保雄ガ
バナー、川合川越市長をはじめ多
くの御来賓の皆様にはご多忙中に
も拘らず、ご臨席賜り会を盛り上げ
て頂き、心より感謝申し上げます。
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３月２５日（日）川越市氷川会館
で行われました IMについてご報告
申し上げます。
テーマは「国際奉仕への第一歩
　次世代を担うリーダーにむけて」
とし基調講演を JICE（日本国際協
力センター）理事長の山野幸子様に
お願いいたしました。
細井ガバナーの作詞作曲された

「ロータリーを他人に告げる歌」の最
後のフレーズにもある通り、ロータ
リーの究極の目的は世界平和だと
認識しております。私達ロータリアン
は我が国の平和維持を目的とした
米山梅吉先生の志に共鳴し、約７０
年以上に亘りロータリークラブの一
員として、様 な々奉仕活動に取り組
んでまいりました。この貴重な貢献
は間違いなく日本国の平和維持に
少なからず役立っていると思いま
す。そして世界の価値観が多様化す
る今日、TPP、北朝鮮問題、アメリカ

に端を発した貿易戦争などなど、日
本を取り巻く環境は物情騒然として
参りました。これからの日本の舵取
りは本当に難しいと思います。しか
しながら一方、ある意味では平和ボ

ケも囁かれているのも事実です。私
達の幸せは国家の平和維持が不可
欠であるという認識に立つと、しっ
かりとした世界観と倫理観をもって
将来の日本を背負って立つような次
世代を育成する事は非常に重要な
テーマです。
私達ロータリアンが今まで実行し
てきた奉仕活動は何のためにして
きたのか、その原点を再認識して
いただく意味において、山野理事
長の「世界が認識する日本の価値
観」は非常に意義のある講演であ
りました。日本の優れた倫理や思
想の実践と同時に、世界との
communication の重要なスキルで
ある言語、いわいる英語の重要性
も再確認致しました。
今、会員増強が重要なテーマの
ひとつであるロータリークラブ。会

員一人一人がそのような視野の下に
ロータリーの使命と理解を深める事
こそが、自然と会員増強に結びつく
のではないでしょうか。
　さて、今回のIMを開催するに
あたり、第１Gでは地区内１１クラブ
の会長幹事会において、その運営
方法について半年前から協議し、賛
同とご協力を得る事ができました。
また、主管クラブである川越 RCで
は、小高実行委員長を中心として１
５名以上の実行委員会を立ち上げ
ました。幸いな事に第１Ｇは地区内

最後の IM でしたので第５～第２の
全てのグループの IMを実行委員長
と共に出席し、その運営について何
度も検証を重ねることが出来まし
た。
その結果スピーディーな式典進行
と充実した内容を目的とし、クラブ
事業報告も各クラブから準備され
た資料を補佐が一括して朗読。財団
ポリオプラス委員長の中川会員が東
松山 RC のメンバーでしたので、ポ
リオ撲滅支援ゴルフコンペ開催とそ
の表彰式。記念事業は公共イメージ

と認知度の向上の為に２０２０東京
オリンピックの開催地である霞ヶ関
カンツリークラブに直結する笠幡駅
前に時計塔の設置。そして前述の基
調講演など、皆様のご協力により、
ピッタリと時間通りに進行出来まし
た。

最後になりますが、細井保雄ガ
バナー、川合川越市長をはじめ多
くの御来賓の皆様にはご多忙中に
も拘らず、ご臨席賜り会を盛り上げ
て頂き、心より感謝申し上げます。

高校生職業体験表彰
「高校中退率 3.0％、全国ワースト2位」
これは 2005 年当時の埼玉県が突きつけられた数字
です。全国平均とは大きく水をあけられてました。
これを受け、上田清司知事が当時のガバナーに掛け
あい、中退防止を目的に 2006 年より「フレッシュ高校
生社会体験プログラム」（現「自分発見！高校生感動体
験プログラム」）を開始。埼玉県の 2 地区がタッグを組
み、「オール埼玉ロータリークラブ」で県に協力し、高校
生に就労体験の場を提供しています。
その結果、３％から1.2％まで改善されて全国平均を
下回り、埼玉県教育長より感謝状を受けました。
当地区では、中退率の高い 6 校が対象となっており、
各高校周辺のロータリークラブを中心に、2017 年には
74 社が手を挙げてくれた。

無気力だった生徒たちは、就労体験を終えると、一
様にこんな感想をもらす：

● 「将来を考えるようになった」
● 「コミュニケーションが大切」
● 「相手のことを考えて行動するようになった」

高校生社会体験活動支援委員会 副委員長

山口 和範（東松山） 

埼玉県教育局より表彰を受けた細井保雄ガバナー（左）
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青少年交換委員会　スプリングキャンプ 
青少年交換委員長　吉田  眞人 （深谷）

３月３０日・３１日・４月１日の３日間で、青少年交換
のスプリングキャンプを、致しました。主な目的は、交換
留学生の日本での想い出つくり、派遣生には、日本の古
都を見学することにより、派遣先で日本を紹介するため
の勉強です。また、留学生、派遣生、ローテックスの連帯
感をより深めることもできます。一日だけ、留学生、派遣
生で、計画を立て、自由行動をすることにより、危機管理

到着した日と翌日の二日間は、京都と奈良を見学しました。
一日目は京都で、三十三間堂、清水寺、金閣寺。二日目は奈良
で、奈良公園と東大寺、法隆寺、薬師寺でした。

三十三間堂には、1001 体の仏様がある部屋がありまし
た。1 体は真ん中の大きな仏様で、後の 1000 体は両側に
500 体づつ並んでいると書いてありました。

青少年奉仕部門

スプリングキャンプ 感想　工藤 由寿

2018～19年度 派遣  R 財団奨学候補生 
第 4回オリエンテーション報告

R 財団部門 

　4 月 14 日 ( 土 ) 坂戸市オルモに
て第 4 回オリエンテーションを開
催しました。
　細井保雄ガバナーをはじめ学
友、地区役員合計17名がグローバ
ル補助金を利用してイギリスに留
学予定の三戸拓実君、小谷野翔太
君のために出席いたしました。
　細井保雄ガバナー、茂木聡R財
団部門委員長、横田さやか学友会
副会長の挨拶を頂き、趙廸学友会
副会長のガイダンスがありました。
続いて、「真の国際人とは何か」と
いうテーマのスピーチを候補生の
小谷野翔太君、三戸拓実君が行い
ました。その後小谷野君グループ、
三戸君グループに分かれ二人のス

奨学学友・平和フェロー委員長　福山 健朗 （川越小江戸）

ピーチに対して 20 分のグループ
ディスカッションを行いメンバー交
換後再び 20 分のディスカッション
を行いました。終了後、候補生の発
表 ( 一人 10 分 ) を行いました。手
塚隆司学友会顧問から学友ガイダ
ンスがあり最後に総括を細井保雄
ガバナーから頂きました。候補生二
人にとって実りあるオリエンテー
ションになったと思います。

小谷野 翔太 君

三戸 拓実 君
グループディスカッションの様子

ガイドさんが 1000 体のどれかに自分の顔に良く似た顔
があり、その仏様の前で手を合わせるとそのお願い事がもっ
と叶うと教えてもらい探してみました。残念ながら見つからな
かったので、たくさんの仏様に手を合わせました。願い事が
かなうといいと思います。
全部の仏様の後ろには 40 本手があって 1 本の手で 25

の世界を救っていると知りました。とてもすごいと思いまし
た。
私は将来困っている人を助ける仕事に就きたいと思ってい

ます。仏様の手のように色々な人を助けられるようになりた
いと思いました。

次にバスに乗って清水寺に行きました。清水寺は１つの建
物が工事をしていて見られなくてとても残念でした。ですが、
建物の中は見学することができました。清水の舞台から桜を
見ることができ、綺麗な写真も撮れました。桜が綺麗な時期
に行けてよかったです。
京都観光の最後は金閣寺に行きました。私は初めて金閣

寺を見たときに迫力が凄すぎて言葉が出て来ませんでした。
金閣寺に行く前に金閣寺の周りにある池は風がないときに
行くと綺麗に見られると聞きましたが、風があって波がたって
いてもまた迫力のある金閣寺が見られたので、とても綺麗で
した。

2日目は、最初に奈良公園、東大寺に向かいました。奈良
公園で鹿せんべいをあげるのをとても楽しみにしていて、
やっと体験できて大変うれしかったです。鹿をじっくり見るの
は初めてでとても可愛かったです。私は鹿せんべいを何枚か
あげましたが、鹿せんべいを持っていると噛まれたり、押され
たり、よだれをつけられたり色々な事をされましたがとても楽
しくてまた行きたいと思いました。

東大寺では大きな仏様の後ろにある、仏様の鼻の穴と同
じ大きさの穴をくぐり抜けると今までの悪いことは全て流さ
れると教えてもらいました。私はくぐり抜けるのは難しいか
な？と思いましたがやってみたら通り抜けられたので、嬉し
かったです。いままでの悪いことが流されたので、これからが
んばるぞ！と思いました。

次に法隆寺に行きました。初めて見た五重の塔は大きくて
圧倒されました。私は建物の説明を聞き、２つ感心したこと
がありました。

屋根の作りには 1 番下の屋根が建物を雨風から守るこ
と。てっぺんにある細長いものは風、雷を避けるためのお守
りみたいなものだと言う事です。

最後は薬師寺でした。薬師寺では、お坊さんの話を聞きま
した。ユーモアたっぷりで、お話がとても面白かったです。お
釈迦様のふるさとのインドのお墓の形はドーム型で、日本は
縦長でその違いとその理由を聞きました。なるほどと感心し
ました。それに五重の塔の先端の下に小さいドームがあると
聞いてお釈迦様のお墓の形がそこにあるとはガイドブックな
どにも書いていなかったのでとても勉強になりました。お寺
と神社ではお参りの仕方が違うことも教えてもらい、とても
充実した時間でした。

3日目の、自由散策ではみんなで伏見稲荷大社と祇園四
条に行きました。伏見稲荷大社では、外国からの観光客の
方々がたくさんいました。スタート地点に着いてから鳥居がた
くさんあって驚きました。頂上まで歩いてみたら、3 時間くら
いかかりました。頂上から降りるとき膝がプルプルして転び
そうになりました。降りるときは景色がとても綺麗でした。そ
の後に少し時間があったので祇園四条に行きました。駅から
少し歩いてカフェに行ってアイスを食べました。帰る電車に
乗ったところまでは順調でしたが、一駅乗り過ごしてしまって
お土産を買う時間がなくなってしまったのが少し残念でし
た。

私は、京都・奈良に行くのも、新幹線に乗るのも初めてで、
知らない事がたくさんありましたが、とても充実した楽しい３
日間でした。それに、先輩にアドバイスをもらえたりインバウン
ドやアウトバウンドの人たちともたくさん話せたのでとても良
い機会でした。
また京都・奈良に行ってみたいと思いました。そのときは

今回の経験と知識を活かしてもっと楽しみたいと思います。

に対する能力を養えます。私たち、ロータリアン、ロー
テックスの仕事はスプリングキャンプが、何事もなく遂
行できるように、計画を立てることです。無事に成果を
上げることができました。感想文が届いていますので紹
介いたします。
また、先日の、地区大会の、発表の後に、派遣生に対して
の、危機管理についてのオリエンテーションを致しました。

Rotary International District 2570
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到着した日と翌日の二日間は、京都と奈良を見学しました。
一日目は京都で、三十三間堂、清水寺、金閣寺。二日目は奈良
で、奈良公園と東大寺、法隆寺、薬師寺でした。

三十三間堂には、1001 体の仏様がある部屋がありまし
た。1 体は真ん中の大きな仏様で、後の 1000 体は両側に
500 体づつ並んでいると書いてありました。

３月３０日～４月１日まで京都・奈良への旅行に参加させ
ていただきました。３日間、とても暖かく、桜が満開でいい思
い出になりました。

　１日目は京都の観光で、三十三間堂、清水寺、金閣寺に行
きました。三十三間堂では、思っていたよりたくさんの像があ

スプリングキャンプ 感想　権田 彩姫 り圧倒されました。自分の顔に似ているように感じた像が
あったので、お祈りしてきました。叶うといいなと思います。
何故、三十三間堂と呼ばれているのかずっと疑問に思って

いたのでガイドさんの説明はとても分かりやすく、面白く、疑
問が解消されました。
清水寺は工事をしていて、全体が覆われていて見えません

でした。4 年前に行った時も工事をしていたので、今回楽しみ
にしていただけにショックでした。

ガイドさんが 1000 体のどれかに自分の顔に良く似た顔
があり、その仏様の前で手を合わせるとそのお願い事がもっ
と叶うと教えてもらい探してみました。残念ながら見つからな
かったので、たくさんの仏様に手を合わせました。願い事が
かなうといいと思います。
全部の仏様の後ろには 40 本手があって 1 本の手で 25

の世界を救っていると知りました。とてもすごいと思いまし
た。
私は将来困っている人を助ける仕事に就きたいと思ってい

ます。仏様の手のように色々な人を助けられるようになりた
いと思いました。

次にバスに乗って清水寺に行きました。清水寺は１つの建
物が工事をしていて見られなくてとても残念でした。ですが、
建物の中は見学することができました。清水の舞台から桜を
見ることができ、綺麗な写真も撮れました。桜が綺麗な時期
に行けてよかったです。
京都観光の最後は金閣寺に行きました。私は初めて金閣

寺を見たときに迫力が凄すぎて言葉が出て来ませんでした。
金閣寺に行く前に金閣寺の周りにある池は風がないときに
行くと綺麗に見られると聞きましたが、風があって波がたって
いてもまた迫力のある金閣寺が見られたので、とても綺麗で
した。

2日目は、最初に奈良公園、東大寺に向かいました。奈良
公園で鹿せんべいをあげるのをとても楽しみにしていて、
やっと体験できて大変うれしかったです。鹿をじっくり見るの
は初めてでとても可愛かったです。私は鹿せんべいを何枚か
あげましたが、鹿せんべいを持っていると噛まれたり、押され
たり、よだれをつけられたり色々な事をされましたがとても楽
しくてまた行きたいと思いました。

東大寺では大きな仏様の後ろにある、仏様の鼻の穴と同
じ大きさの穴をくぐり抜けると今までの悪いことは全て流さ
れると教えてもらいました。私はくぐり抜けるのは難しいか
な？と思いましたがやってみたら通り抜けられたので、嬉し
かったです。いままでの悪いことが流されたので、これからが
んばるぞ！と思いました。

次に法隆寺に行きました。初めて見た五重の塔は大きくて
圧倒されました。私は建物の説明を聞き、２つ感心したこと
がありました。

屋根の作りには 1 番下の屋根が建物を雨風から守るこ
と。てっぺんにある細長いものは風、雷を避けるためのお守
りみたいなものだと言う事です。

最後は薬師寺でした。薬師寺では、お坊さんの話を聞きま
した。ユーモアたっぷりで、お話がとても面白かったです。お
釈迦様のふるさとのインドのお墓の形はドーム型で、日本は
縦長でその違いとその理由を聞きました。なるほどと感心し
ました。それに五重の塔の先端の下に小さいドームがあると
聞いてお釈迦様のお墓の形がそこにあるとはガイドブックな
どにも書いていなかったのでとても勉強になりました。お寺
と神社ではお参りの仕方が違うことも教えてもらい、とても
充実した時間でした。

3日目の、自由散策ではみんなで伏見稲荷大社と祇園四
条に行きました。伏見稲荷大社では、外国からの観光客の
方々がたくさんいました。スタート地点に着いてから鳥居がた
くさんあって驚きました。頂上まで歩いてみたら、3 時間くら
いかかりました。頂上から降りるとき膝がプルプルして転び
そうになりました。降りるときは景色がとても綺麗でした。そ
の後に少し時間があったので祇園四条に行きました。駅から
少し歩いてカフェに行ってアイスを食べました。帰る電車に
乗ったところまでは順調でしたが、一駅乗り過ごしてしまって
お土産を買う時間がなくなってしまったのが少し残念でし
た。

私は、京都・奈良に行くのも、新幹線に乗るのも初めてで、
知らない事がたくさんありましたが、とても充実した楽しい３
日間でした。それに、先輩にアドバイスをもらえたりインバウン
ドやアウトバウンドの人たちともたくさん話せたのでとても良
い機会でした。
また京都・奈良に行ってみたいと思いました。そのときは

今回の経験と知識を活かしてもっと楽しみたいと思います。
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財団表彰

ポール・ハリス・フェロー
益子 伸明
 （狭山中央）

ポール・ハリス・フェロー
神田 茂

 （東松山むさし）

訃 報

髙野 一吉様（深谷東）
2018 年 3月22日、ご逝去されまし
た。謹んで哀悼の意を表し、心から
ご冥福をお祈り申し上げます。

            享年 74 歳
ロータリー歴：
昭和 57年 1月19日入会（在籍 36 年）

・1997-1998 年 深谷東ロータリークラブ会長
・ロータリー財団マルチプルポールハリス・フェロー
・米山功労者マルチプル

下境 将寛
 （深谷）

下境司法書士・行政書士事務所
所長

紹介者：古田 耕一
[ 2018.3.27入会 ]

新入会員

矢嶋 博和
 （深谷）

㈱躍進電気
代表取締役

紹介者：古郡 一成
[ 2018.3.6 入会 ]

米山表彰

米山功労者（3 回目）
三上 隆俊
 （志木）

米山功労者（3 回目）
大野 栄治
 （志木）

米山功労者（2 回目）
田中 幸彦
 （志木）

米山功労者（１回目）
吉澤 尚登
 （寄居）

米山功労者（4 回目）
小泉 市郎
 （志木）

２日目は奈良を回りました。東大寺大仏殿の柱に空いた穴
をくぐりました。見た目の大きさから、まさか本当にくぐれると
は思っていなかったので、心が躍りました。穴の大きさは大仏
様の鼻の孔と同じ大きさです。下から見ると、そんなに大きく感
じなかったので、人が通れるほど大きいんだ、と驚きました。
薬師寺では、お坊さんが思わず笑ってしまうような話をして

くださって、難しい話かなとかまえていたので、とても頭に
入ってきて楽しめました。

３日目は自由行動で、アウトバウンドとインバウンドの７人
で伏見稲荷大社に行きました。
　最寄り駅まで電車で移動し、駅からは徒歩で移動しまし

た。何本もの鳥居が並んでいてとても幻想的な景色でした。
しかし、観光客がとても多く、人の頭の数のほうが鳥居の数
よりはるかに多かったのには驚きました。数え切れないほど
の階段を上って、稲荷山の頂上まで行きました。足が痛くな
り、息も切れましたが、達成感はすごくありました。

この京都・奈良の旅行では、今まで行ったことのない場所
にたくさん行くことができたので、とてもいい経験になりまし
た。写真もたくさん撮れたので、派遣先の国で、習った日本の
文化と共にを紹介したいです。３日間、お世話になりました。
ありがとうございました。

朝霞 RCより台湾東部地震に対し、朝霞 RCの姉妹クラブである台湾の
宜蘭 RCを介し、140,000 円の義援金を送付したとの報告がありました。GOVERNOR’S  MONTHLY LETTER22
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川 越

例
会
数

第
１
グ
ル
ー
プ

第
３
グ
ル
ー
プ

第
４
グ
ル
ー
プ

第
５
グ
ル
ー
プ

第
２
グ
ル
ー
プ

クラブ名

3月度　出席率および会員数・マイロータリー登録者数報告

総グループの合計（51RC）

東 松 山
小 川
坂 戸
越 生毛呂
川越小江戸
川 越 西
鶴 ヶ 島
川越中央
坂戸さつき
東松山むさし

朝 霞
志 木
富 士 見
新 座
和 光
朝霞キャロット
志木柳瀬川
新座こぶし

合 計（8RC）
入 間
所 沢
飯 能
新 所 沢
日 高
所 沢 西
新 狭 山
所 沢 東
入 間 南
所 沢中央
狭山中央

深 谷
本 庄
秩 父
寄 居
児 玉
岡 部
深 谷 東
川 本
皆野・長瀞
本 庄 南
深谷ノース

合 計（11RC）
熊 谷
行 田
羽 生
加 須
熊 谷 西
行田さくら
熊 谷 東
吹 上
熊谷籠原
熊 谷 南

通算3月 年初 3月末 3月
入会数

3月
退会者

本年度
入会者

本年度
退会者

3月度
純増数

本年度
純増数

女性
会員

4 76.6180.88 91 85 0 4 3 9 -4 -6 0

出席率（%) 会　員　数（人） マイロータリー登録者数（人／率）

通算3月 年初 3月末 3月
入会数

3月
退会者

本年度
入会者

本年度
退会者

3月度
純増数

本年度
純増数

 

出席率（%) 上段・５１クラブ男性会員数（人）／下段・女性会員数 マイロータリー登録者数（人／率）

4 70.4054.10 26 27 0 0 1 0 0 1 1

5 87.9988.57 7 8 2

4 83.1590.75 30 31 0 0 1 0 0 1 1

4 69.5956.70 16 17 0 0 1 0 0 1 2

4 84.0698.42 15 16 0 0 1 0 0 1 1

3 72.3580.22 17 15 0 0 0 2 0 -2 0

3 87.2285.00 30 31 1 1 2 1 0 1 2

4 77.7874.79 30 29 0 0 1 2 0 -1 0

2 69.6374.00 25 24 0 1 0 1 -1 -1 4

3 86.5690.36 42 42 0 0 0 0 0 0 6

3 96.59100.0 30 29 0 0 0 1 0 -1 0

3 93.1694.31 47 48 0 0 1 0 0 1 0

4 83.4485.10 45 44 0 1 0 1 -1 -1 0

4 85.7989.13 28 29 0 0 1 0 0 1 2

2 80.12100.0 5 5 0 0 2 2 0 0 2

4 89.6886.54 13 12 0 1 0 1 -1 -1 0

3 86.6585.19 10 9 0 0 0 1 0 -1 4

2 77.4663.60 13 12 ０ 0 0 1 0 -1 1

5 75.6966.20 43 43 0 0 1 1 0 0 2

3 63.8075.79 57 56 0 1 3 4 -1 -1 2

3 92.5592.86 57 56 0 1 0 1 -1 -1 0

3 93.1490.20 20 20 0 0 2 2 0 0 1

4 78.0775.00 18 18 0 0 0 0 0 0 2

3 91.8785.90 28 31 0 0 4 1 0 3 3

3 75.8167.76 16 17 0 0 3 2 0 1 0

5 86.4691.39 41 41 0 0 2 2 0 0 2

3 77.1074.36 42 40 0 0 1 3 0 -2 0

4 93.7194.80 22 25 0 0 4 1 0 3 2

4 91.9097.18 32 31 1 0 1 2 1 -1 6

4 70.9675.83 56 57 2 0 2 1 2 1 11

4 75.3069.40 73 77 0 1 5 1 -1 4 5

4 76.5671.60 52 52 0 0 3 3 0 0 1

2 91.5994.00 25 24 0 1 0 1 -1 -1 0

2 88.89100.0 3 3 0 0 0 0 0 0 0

3 84.1083.96 16 17 1 0 1 0 1 1 2

4 65.7962.83 68 63 0 1 0 5 -1 -5 0

3 77.3382.00 11 11 0 0 0 0 0 0 0

3 76.8683.30 12 12 0 0 0 0 0 0 0

3 75.5472.38 14 15 0 0 2 1 0 1 1

3 88.0887.26 34 34 0 0 0 0 0 0 1

4 73.2590.13 90 84 0 2 1 7 -2 -6 3

4 69.8874.00 65 66 1 0 2 1 1 1 5

4 67.7272.22 46 46 1 0 1 1 1 0 4

1 82.3075.00 31 28 0 1 0 3 -1 -3 0

3 69.2263.00 11 9 0 2 0 2 -2 -2 0

4 69.3366.80 50 51 0 0 2 1 0 1 2

3 70.2970.00 29 30 0 0 1 0 0 1 2

4 86.6777.00 11 11 0 0 0 0 0 0 0

3 84.8480.95 25 28 0 0 3 0 0 3 0

2 53.7955.25 20 19 0 0 0 1 0 -1 1

合 計（10RC） 32 72.7372.44 378 372 2 5 10 16 -3 -6 17

35 79.1880.23 364 365 3 3 13 12 0 1 21

合 計（11RC） 40 83.6482.86 376 378 1 2 21 19 -1 2 20

合 計（11RC） 40 78.6779.44 329 325 1 6 11 15 -5 -4 19

25 86.6187.98 191 188 0 2 4 7 -2 -3 9

79.9380.31
1551 1542 7 16 53 62 -9 -9

87 86 0 2 6 7 -2 -1

1638 1628 7 18 59 69 -11 -10

3月末
登録者数

3月末
未登録者数

3月末
登録率

455 1171 28.0

455 1171 28.0

0 0 1 0 0 1

会員数・男女合計

32 55 36.8

5 22 18.5

12.5

10 21 32.3

3 13 18.8

4 12 25.0

7 8 46.7

30 1 96.8

4 25 13.8

11 14 44.0

8 34 19.0

8 21 27.6

17 30 36.2

24 20 54.5

5 24 17.2

2 3 40.0

2 11 15.4

1 8 11.1

2 10 16.7

11 32 25.6

8 48 14.3

3 53 5.4

4 16 20.0

9 9 50.0

7 24 22.6

17 0 100.0

5 36 12.2

13 26 33.3

3 22 12.0

6 25 19.4

10 47 17.5

17 59 22.4

10 41 19.6

1 24 4.0

0 3 0.0

8 8 50.0

6 57 9.5

2 9 18.2

1 11 8.3

15 0 100.0

6 28 17.6

40 44 47.6

5 61 7.6

2 43 4.4

2 26 7.1

1 8 11.1

45 6 88.2

5 25 16.7

7 4 63.6

5 23 17.9

5 14 26.3

117 254 31.5 

76 287 20.9

86 291 22.8

115 212 35.2

61 127 32.4

1 7

3月末
登録者

3月末
未登録

3月末
登録率

溝部 晋也
 （所沢東）

三井住友信託銀行（株）
所沢支店支店長

紹介者：徳永 猛男
[2018.4.5 入会 ]

髙𣘺 遼太
 （新座）

明成法務司法書士事務所
代表司法書士

紹介者：吉原 良一　　
　／細沼 哲夫

[2018.4.5 入会 ]

栁原 誠
 （坂戸）

栁原税理士事務所
税理士

紹介者：木藤 文雄　　
　／小川 直志

[2018.1.18 入会 ]

木村 誠
 （行田）

キムラ石油（株）
会長

紹介者：鴨田 武　　　
／石渡 健司

[2018.3.15入会 ]
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■ 5月・6月のスケジュールSchedule

〒355-0028　埼玉県東松山市箭弓町 2-5-14 紫雲閣 3 階
TEL 0493-21-2570 ／ FAX 0493-21-2571
ht tps://www.rid2570.gr. jp
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2018 年 5月12日発行

月信問い合せ先：行田さくらロータリークラブ
E-mail  s- rotary@tvg.ne.jp
TEL 048-564-3000
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地区大会を終えて
2017～18 国際ロータリー第 2570 地区　地区大会には、2017年 4月7・8日開催されました。
第1日目は熊谷のガーデンパレスで開催。中でも「地区指導者育成セミナー」は第2ゾーンロータリーコーディネー
ター田中正規ＰＧによる「戦略計画とクラブの活性化」はとても分かり易く、皆様の心に残ったのではないでしょう
か。続いてのＲＩ会長代理井原實様ご夫妻を迎えての歓迎晩餐会第一部は、行田市出身のスターダストレビューの
リーダー、根本要さんのトークライブでお楽しみいただき、220 名の参加をいただきました。第二部の祝宴もその盛
り上がりから、ご参加いただいた多くの方に満足をいただけたものと思います。
第二日目は、会場を行田市産業文化会館に移し、午前中にセレモニーなどを、午後は二つの講演会を一般公開と
し、ロータリアン・一般の方々1000 名で会場を満席とし、德川恒孝氏、福澤克雄氏の講演に感動いたしました。ま
た二つの講演会の間、30 分を「青少年の集い」とし、来場の一般の方々にロータリーの活動の一端を理解していた
だく時間といたしました。
屋外では、「ロータリーフェスタ」を開催。来訪ロータリアンには行田市を、一般の来場者には、ロータリーへの理
解を深めていただく場といたしました。
　また、本地区大会に先立ち、3月28日、鴻巣カントリークラブにて地区大会記念の「ポリオ撲滅チャリティーゴ
ルフ大会を」開催し、192，000 円の浄財をいただき、地区大会当日のロータリー財団部門では154,000 円の、行田市
と周辺の茶道愛好家によるお茶席では13，079 円の浄財を、合計 359,079 円をPOLIO+のために寄付をいたしま
した。
「集おう・学ぼう・楽しもう」のスローガンに向け準備、開催をいたしましたが、ご参加いただきました皆様を含め、
このスローガンに少しでも近づこうとご協力いただきました皆様にお礼を申し上げます。ありがとうございました。

Rotary International District 2570
 ｜国際ロータリー 第2570地区（埼玉西北部）｜

5月

2018年

6月

紫雲閣17 日

R財団部門　合格者ガイダンス＆第5回オリエンテーション オルモ9 土

2017-18年度　年度末地区役員合同会議
13 水

Ｒ米山記念奨学部門　学友総会 川越・東武ホテル10 日
青少年奉仕部門　知事表敬訪問

国立女性教育会館20 日

R財団部門　知事表敬訪問（2018-19年度派遣Ｒ財団奨学生） 埼玉県知事公館8 火

青少年奉仕部門　第11回オリエンテーション
オルモ19 土

地区研修委員会　地区研修委員会（2018-2019年度） 紫雲閣13 日
R財団部門　財団奨学生第2次選考試験

秩父Ｒ米山記念奨学部門　ロータリーの森清掃26 日

地区大会実行委員長　矢澤 大和（行田さくらRC）

備考）　上記一覧はガバナー、各クラブ会長、会長エレクトなどに出席要請される活動であり、部門単独活動を表記していません。

※ 6 月号は 6月 20日頃の発行予定です。

カナダ・トロント24 日 国際ロータリー　トロント地区大会（6/24～27）




